マ ザーボー ドの 
セットアップ 


マザーボードのチップに搭載されている Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方まやユーティリティ 
の操作方法について説明します。また、 B の S の設定値などをクリアする手順についてち説明しています。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取りタトしをするときはここで説明する内容をよく理紹して、 
正しく設定してください。 


システム B の S コンフイグレーシヨン 

( SETUP ) (^188 ぺージ） . 専用のユーティリティを使った B の S の設を方法 

について説 B 月しています。また> 本装置の CMOS 
メモリ内部に保をされているパラメータのクリア 
方法や本装置内部のアドレスや割り込みの設定に 
ついて説 B 月していまず。 

SCSI B の S コンフイグレーシヨン 

(5ご5じ6/6な)（^217ぺージ） . マザーボード上の SCSI コント□ー ラの設をを 

変更するユーティリティの使用ち法について説明 
します。 


RAID コンフイグレーシヨン (SCSI Select ) 

(->224ぺージ） . マザーボード上の RAID 機能 （ HostRAID ) を 

使ったディスクアレイの構築ち法につし^て説明し 
ます。 


ONL- 4030 aE-ISSDS-000-06-0607 
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システム巳 lOS コンフイグレーシヨン （ SETUP ) 

S 口 UP は八ードウエアの基本設走をするためのユーティリティ、ソールです。このユーティリティは本体内 
のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーテイリテイなどがなくても実巧で 
きまず。 


S 口 UP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設走していますのでほとんどの場合におい 
て SETUP を使用する必要はありませんが，この後に説 B 月ずるような場合などを要に応じて使用してくださ 
し）。 


— ~〇 • SETUP の操作は、システム管理ち（アドミニストレータ）が巧ってください。 

Did • SETUP では、パスワードを設定ずることびできまず。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがありまず。 「 SupervisorJ レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変更ができまず 。 fAdministratorJ 
のパスワードが設定されている場合、 ruserj レベルのパスワードでは、設定內客を変 
要でさる項目が限5れまず。 

• 0 S ( オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• SETUP ユーティリティは、最新の八’ージョンびインストールされていまず。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合がありまず。設定項目については、才 
ンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い合わせてください。 

• SETUP 起動した時には Exit メニューまたは < Esc >、 く F 1 0>キーで必ず路了してくだ 
さい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場含には SETUP の設 
定が正しく更新されないことがありまず。 



起動は DianaScope を使って本装置 I こ接続されたリモートコンソールから巧いまず。 

本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP 


ここで < F 2> キーを押ずと， S 口 UP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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と J 前に S 口 UP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを人力する画面が 
表示されます。パスワードを人力してください。 


Enter password : [ 


] 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とわ誤ったパスワードを入力すると，本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 


霞 


パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
は、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更できる設赴こ制限があります。 


キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します(キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューが 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup L 



現在表示しているメニューを示ず 


設定項目 


System Management 

► Console Redirection 

► Event Log Confiauratio 


/Boot 
/ Boot 
/ Then 


Assert NMlon PERR : 
Assert NMl on SERR : 
•F 阳 -2 Policy : 
Monitoring 


erma し Sensor 
Post Error Pause : 

AC-LINK : 

Power ON Delay Time(Sec) [ 0] 

PLatform Event FiLtering [Disabled] 


[EnabLed] 

[EnabLed] 

[Retry 3 Times] 
[5 mil 

[Retry\ times] 
[EnabLei 
[Enabled]' 

[Last Stat 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 



Item Specific Help 


Additional setup mem 
to view server 
management features. 



-/+ Ch^ge Values 
Enter SeL^t ► Sub-Me 


F9 Setup Defaults 
F1D Save and Exit 


キーの磯能説明 * 自動的にコンフィグレーションされたものや横化されたもの、 

情報の表示のみやパスワードの設定により変更が許巧されてい 
ない項目はグレーアウトされた表示になります。 


□ カーソルキー （t 、い 

画面 I こ表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在 S 択さ 
れていまず。 

□ カーソルキー（卜、-^) 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 目 00 し Exit などのメニューを選択します。 

□ く一 >キー/く十 >キー 

違択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー(項目の前に「」がついて 
いるもの）を S 択している場合、このキーは無効でず。 
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□ く Ente にキー 

選択したパラメータのなをを行うときに押しまず。 

□ く Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻りまず。また値を保をせずに SETUP を終了しまず。 

□ く F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します祉荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

□ く F 10> キー 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了しまず。 


設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときじを要となる機能の設定 
例を示しまず。 


曰付-時刻関連 


「 M 劲 n 」 一 「System Time」、「system Date 」 

を 斗が 哥哥声 p , 

に SMPRO / ServerMana 宜 er 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 

rAdvancedJ->^rAdvanced Chipset Control 」 一 「Wake On Lan / PME 」 一 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

一 UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにずる 

「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Last State 」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - LINKJ-^rStays Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順をを変える 

「8〇〇1」^起動順序を設をする 

POST の実行内容を表示ずる 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic screen 」 イ Enabled 」 
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リモートウェイクアップ機能を利用ずる 

「 Advanced 」 イ Advanced Chipset Control 」 
一 rWake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 イ Advanced Chipset Control 」 
-^rWake on LAN / PME _ HrEnabled 」 
「 Advanced 」 イ Advanced Chipset Control 」 
一 rWake on LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 
「 Advanced 」 イ Advanced Chipset Control 」 
一 rWake on RTC AlarnxHrEnabled 」 


モデムから； 

LAN から： 

PCI デパイスから： 
RTC のアラームから 


HW コンソール端末か 6 制御ずる 

|~ Se 「\/ e「_HrConsole RedirectionJ ^ それぞれの設定:をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

rAdvancedJ^fMemory Configuration 」 一 「DIMM Group #n Status 」^ 表示を確認ずる 
( n :1 〜 4) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケ 、ソ トの位置は下図のように対 
応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

「 AcK / anced 」 一 rMemory ConfigurationJ^fMemory RetestJ ^「 Yes 」 一再起動ずるとクリ 
アされる 


色マザ—ボ—ドのセットアップ 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認ずる 

fMainJ-^rProcessor Settings 」 一表示を殖認ずる 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のように 
対応しています。 

CPU のエラー情報をク U アする 

「 MainJ^rProcessor SettingsJ^fProcessor RetestJ -^ fYesJ -^ 再起動するとクリアさ 
れる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定ずる 

「AdvancecU-^rNumlock」 一 rAuto」(default)/rOri」 馆効)/ rOff」 (無効) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 「Clear All Event Logs 」 一 「Press Enter 」 一 「 Yes 」 



BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

「 Security 」-^ に et Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード ( Supervisor ) 、ユーザーパスワード （ User ） の順に設定します。 

セキュアモードを設定ずる 

「 Security 」 一に et User Password 」 ーパスワードを入力する 
「 Security 」 一に ecure Mode Boot 」 一 「 Enabled 」 それぞれを設定ずる 


夕1•付けデバイス関連 


10ポートに対する設定をずる 

rAdvancedJ-^rPeripheral Configuration 」 一それぞれの10ポート I こ対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 

オプションの PCI ボードの R 日 M を展開させる 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot n Option ROM 」 一 「 Enabled 」 
n : PCI ス□、ソトの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアずる（巧蔵デバイスの取り付け/取りがしの後） 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一「丫 es 」 一再起動ずるとクリアされる 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保をずる 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した Bl 日 S の設定を破棄ずる 

「 Exit 」 イ Exit Discarding Changes 」 または 「Discard Changes 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻ず（出荷時の設定とは異なる場合がありまず) 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 

現在の設定内容を保をずる 

「 Exit 」 イ Save Changes 」 


パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがありまず。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュ ー 

• Security メニュ ー 

• Server メニュ ー 

• Boot メニュ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択ずることによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を 
説明をしまず。 


色マザ—ボ—ドのセットアップ 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「」がついている 
メニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 


System Time 

[E:18:58] 

Item Specific Help 


System Date : 

[08/01/2004： 


Legacy Diskette A : 

[1.44/1.25 MB 31 ィ ..] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 

Hard Disk Pre-DeLay: 

[Disabled： 


► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Secondary IDE Master 

[None] 


► Secondary IDE Slave 

[None] 


► Serial ATA Channel 0 Master 

[None] 


► Serial ATA Channel 1 Master 

[None] 


► Processor Settings 



Language : 

[English (US)] 



Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


Change Values 
Select k Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示しまず。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設ををします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設ををします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

360kb 日 1 / 4 " 

1.2MB 己 1 / 4 " 

720kb 3 V 2 " 

[1.44/1.25MB 3 V 2 "] 
2.88MB 31 / 2 " 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装 
備）の設ををします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセス 
ずる時に設定された時間だけ待ち含わせ 
を巧います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 

Serial ATA Channel 0 

Master 

Serial ATA Channel 1 

Master 


それぞれのチャネルに接続されているデ 
バイスの情報をサブメニューで表示しま 
ず。 

一部設定を変更できる項目があります 
が、止!荷時の設定のままにしておいてく 
ださい。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサ (CPU) に関する情報や設定を 
する画面を表示しまず。 

Language 

忙 nglish(US)] 

Italiano 

Espanol 

Francais 

Deutsch 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 





















n-O BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認してくださし、。 
次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認-調醫をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境を件(温度：10で〜3己で-湿度： 20〇/〇〜80〇/〇)か5がれた 
条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要求ずる 
ようなシステムに組み込む場合は、タイムサーパ ( NTP サーパ)などを利用して運用ずるこ 
とをお勧めしまず。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい雇れや進みが生じる場合は、お買いホめ 
の販売店、または保守サービス会社に保守を巧頼してください。 
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Processor Settin 甚 s ヴブメ ニュー 

Main メニュ ー TTProcessor Se 打 ings 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 



PhoenixBIOS Setup UtiLity 



項目 I こついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □セ、 ソサの エラー 情報をクリアし、次 
◎ 起動時にすべてのプ □ セ、ソサに対して 
テストを巧います。このオプションはホ 
◎起動後に自動的にに切り替わり 
まず。 

Processor Speed 

— 

搭載しているプ □ セ、ソサのク□ック速度 
を表示します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セ、ソサ1の ID を示しま 
す。 「 Disabled 」 はプ □ セッサの古夕障、 
「Not Installed 」 は取リイ寸けられていな 
いことを示します（表示のみ）。 

Processor 1 L2 Cache 

— 

プ □ セ、ソサ1のキャッシュサイズを表示し 
まず（表示のみ）。 

Processor 2 CPU ID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セ、ソサ2の ID を示しま 
ず。 「 Disabled 」 はプ □ セッサの古夕障、 
「Not Installed 」 は取リイ寸けられていな 
いことを示します（表示のみ）。 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プ □ セ、ソサ2のキャッシュサイズを表示し 
まず（表示のみ）。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

プ □ セ、ソサの Hyper-Threading 
Technology の有効 / 無効を設定 : しまず。 

Execute Disable Bit 

| ； Disabled] 

Enabled 

Execute Disabled Bit をサポートしてい 
る CPU のみ表示されます。 


[]： 出荷時の設定 





















Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 AcK / anced メニユーが表示されまず。 
項目の前に 「► Jtf ついているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されまず。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「 Enabled 」 （こ設定ずると、 POST の内容 
を画面に表示します。 「 Disabled 」 に設 
走 : すると NEC □ づで POST の表示を隠し 
ます。 

Console Redirection 中は 「 Disabled 」 じ 
設走できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶してい 
るシステム情報)をクリアするときは 
「 Yes 」 じ設をしまず。装置の起動後(ここ 
のパラメータは 「 No 」 に切り替わりま 
ず。 

NumLock 

[Auto] 

On 

Off 

システム起動樹こ Numlock の有効/無効を 
設をしまず。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプ □ セ、ソサに異常 
を横化した際の POST 終了後の動作を選 
択します。「巨 oot 」 でオペレーティング 
システムをそのまま起動しまず。 

「 Halt 」 で動作を停止しまず。 

SATA RAID Enable 

[Disabled] 

Enabled 

シリアル ATA コント □— ラの Adaptec 
HostRAID を利用した八ードディスクドラ 
イブの RAID 構襲の有効/無効を設定しま 
す。本装置では使用しません。変更しな 
いでください。 


[]： 出荷時の設定 


n-O Reset Configuration Data を 「YesJ に設定ずると、ブートデバイスの情報もクリアされ 
まず。 Reset Config Data を 「Yes」 に設定ずる前に、必ず設定されているブートデバイ 
スの 順番を記録し、 Exit Savin 呂 Chan 居 es で再起動後、巨 IOS セットアップメニューを起 
動して、プートデパイスの順番を設定し直してください。 
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Memory Confi 呂 uration ヴブメ ニュー 


Advanced メニューで 「Memory Configuration 」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されま 
ず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示しまず。 

Extended Memory 

— 

あおメモリの容量を表示します。 

DIMM Group# 1 - #4 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 
「 Normal 」 はメモリが正常であることを 
示します。 「 Disabled 」 は故障している 
ことを 、 「Not Installed 」 はメモリが取 
り付けられていないことを示しまず（表 
示のみ）。 

Group #1 は DIMM ソケットの #1、#2 
を 、 Group #2 は 3 、 #4 、 Group#3 
は # 日、 #6 、 G 「 oup#4 は #7 、 #8 (こ搭載さ 
れている DIMM のが態を表しまず（本装置 
に搭載される DIMM はインターリーブクイ 
プのため2枚で1組として構成されていま 
ず） 

Memory Retest 

Yes 

[No] 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起 
動時 ( こすべての DIMM に対してテストを巧 
いまず。このオプションは次回起動後に 
自動的に「1 \1 〇」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
| ； Disabled] 

riM 巨」は 1 M 単位にメモリテストを巧 
います。 riKB 」 は 1 K 単位(こメモリテス 
卜を巧います 。 「Every Location 」 はす 
ベてじメモリテストを巧いまず。メモリ 
テスト中はく Space > キーのみ有効とな 
りく F お、 <F4> 、 <F12>, く Esc> キーは 
無視されまず。 

Online Spare Memory 

| ； Disabled] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効 
を設定しまず。本装置では使用しません 
ので 「 Disabled 」 にしておいてくださ 
し'!。 


[]： 出荷時の設定 




















PCI Configuration ヴブメ ニュー 


F1 Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < • Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 旧〜 3 目 Option 

ROM 

Disabled 

[Enabled] 

フル八イトタイプのライザーカードに接 
続している PCI ボード上のオプシヨ 
ン ROM の展晶を有タカじずるか無タカにずる 
かを設ちしまず。 

PCI Slot 1C 〜 3C Option 

ROM 

Disabled 

[Enabled] 

□- プ□ファイルタイプのライザーカー 
ドに接続している PCI ボー ド上のオプシヨ 
ン ROM の展晶を有タカじするか無タカじする 
かを設をしまず。 

Option PCI-X Riser Support 

Disabled 

[Enabled] 

フル八イトのライザーカードの有無を選 
択しまず。本装置では 「 Enabled 」 にして 
ください。 

PCle Option Mode 

[Disabled] 

Enabled 

本装置では使用しません。変更しないで 
ください。 


[]： 出荷時の設定 


H-O ネットワークブートをさせなし、 LAN ボードのオプション ROM は 「Disabled」 に設定してく 
ださい。取り付けたディスクアレイコント□—ラボードに OS がインスIルされている 
八ードディスクドライブを接続ずる際にはそのス□ットを 「EnabledJ に設定してください。 


• Embedded SCSI サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

SCSI Controller 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの有 


[Enabled] 

効 / 無効を設定します。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンボード上の SCSI コント □ ーラの BIOS 


Disabled 

の展開の有効 / おタカを設をします。 


[]： 出荷時の設定 


Option PCI-X Riser Support 
PCIe Option Mode : 


[Enabled] 

EDisabLed： 


Advanced ^ ニユーで 「PCI Configuration 」 を選択すると、]:_>(下の画面が表示されまず。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter > キーを押ずとサブ;<ニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 


PCI Configuration 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to configure 
embedded SCSI 
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• Embedded N に (Duel Gbit ) サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

オンポード上の LAN コント□ーラの有効/ 


[Enabled] 

無効を設ちします。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント□ーラの巨 I0S 


Disabled 

の展請の有タカ/無巧を設をします。 


[]： 出荷時の設定 


• Embedded Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Co 怖 ol 

Disabled 

[Enabled] 

オンポード上のビデオコント□ーラの有 
効/無効を設ちしまず。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration ヴブメ ニュー 


Advanced メニュ ー XTPeripheral Configuration 」 を選択すると、 J ： i 下の画面が表示されま 
ず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 


PerioheraL 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A : 


Configure Serial Port A 

Base I/O address : 

口巧 ] 

using options : 

Interrupt : 

[IRQ 4] 

[Disabled^ 

Serial Port B : 

[EnabLed] 

No configuration 

Base I/O address : 

[2 巧 ] 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[EnabLed] 

PS/2 Mouse 

[Auto Detec] 

User configuration 

USB Host Controller : 

[EnabLed] 

[Auto] 

Legacy USB Support : 

[EnabLe の 

BIOS or OS chooses 

ParaLleL ATA : 

[Both] 

configuration 

Serial ATA : 

CEnabLedD 

(OS Controlled) 



Displayed when 



controlled by OS 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ►Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 




割り込みべ一刀/〇アドレスが他と重複しないようにま意してくださしV設定した値び他の 
リソースで使用されている場合は黄色の r*j が表示されまず。黄をの r*」 が表示されてし、 
る項目は設定し直してください。 


[]： 出荷時の設定 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 


[Enabled] 

Auto 

す。 

Serial Port A 

[3F8] 

シリアルポート A のためのベース I/O アド 

Base I/O address 

2F8 

レスを設ちします。 


3E8 



2E8 


Serial Port A 

IRQ 3 

シリアルポート A のための割り込みを設定 

Interrupt 

[IRQ 4] 

しまず。 

Serial Port B 

Disabled 

シリアルポート巨の有効/無効を設定しま 


[Enabled] 

Auto 

す。 

Serial Port B 

3F8 

シリアルポート巨のためのベース I/O アド 

Base I/O address 

に F 剖 

レスを設定しまず。 


3E8 



2E8 


Serial Port B 

[IRQ 3] 

シリアルポート巨のための割り込みを設定 

Interrupt 

IRQ 4 

します。 

PS/2 Mouse 

Disabled 

Enabled 
[Auto Detect] 

マウスの有効/おタカを設をしまず。 

USB Host Controller 

Disabled 

US 己コント□-ラの有効/無タカを設ちしま 


[Enabled] 

ず。 


色マザ—ボ—ドのセットアップ 
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項目 

パラメータ 

説明 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled] 

US 己を正式にサポートしていない OS で 
も USB キーボード节マウスが使用できる 
ようにするかどうかを設定しまず。 
「 Disabled 」 に設をした攝合 
は、 POST, SETUP で USB キーボードは 
使用できまずが、 0 S 起動後は 0 S によつ 
ては使用できません。 

Parallel AT A 

Disabled 

Channel 0 

Channel 1 
[Both] 

パラレル ATA の有タカ / 弗 ! 巧を設をします。 

Serial ATA 

Disabled] 

[Enabled] 

シリアル ATA の有タカ / 無巧を設をします。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメ ニユー 

Advanced メニューで rAdvanced Chipset Control 」 を違がすると > じ(下の画面が表示され 
ます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[No] 

Yes 

マルチメディアに巧応ずるためのタイマ 
一の有効 / 無効を設をします。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

標準装備のネットワークまたはフル八イ 
卜 PCI ライザーカードに接続された PCI デ 
バイス (PCI Power Management 

Enabled ずるインペント)によるリモート 
パワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモ 
ートパワーオン機能の有効/無効を設定し 
ます。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無 
交力を設をしまず。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

カーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is : 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 


setup utility. 

Password on boot : 

[Disabled ： 


Fixed disk boot sector : 

[Normal] 


Secure Mode Timer 

[Disabled ： 


Hot Key(CTRL+ALT+) 

CLU 


Secure Mode Boot 

[Disabled ： 


Video Blanking 

[Disabled ： 


Floppy Write Protect 

[Disabled ： 


Power Switch Inhibit 

[Disabled ： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit • • Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter > キーを押ず 
とパスヮー ドの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 

p -〇 • 「User PasswordJ は、 「Administrator Password」 を設定していないと設定でき 
信重马 ません。 

• OS のインスIル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場含は、お買い求めの販売店または保守ヴービス会なにお 
問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているか 
どうかを示します（表示のみ）。 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーパイザパスワードが設定:されて 
いるかどうかを示します（表示のみ）。 

Set User Password 

8 文字までの奠数字 

く Enter > キーを押すとユーザーのパスワー 
ド入力画面 ( こなります。このパスワード 
では SETUP メニューのアクセスに制限が 
あります。この設をは、 SETUP を起動し 
たときのパスワードの入力で 
「 Supervisor 」 で□グインしたときのみ 
設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの奠数字 

く Enter > キーを押ずとスーパーパイザのパ 
スワード入力画面じなりまず。このパス 
ワードですベての SETUP メニューにアク 
セスできます。この設をは、 SETUP を起 
動したときのパスワードの入力で 
「 Supervisor で□グインしたときのみ設 
定できまず。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/巧わな 
いの設走をしまず。先じスーパバイザの 
パスワードを設をずる必要がありまず。 

もし、スーパーバイザのパスワードが設 
走 : されていて、このオプションが無効の 
場合は巨 I0S はユーザーが起動していると 
半 !! 断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

IDE 八ードディスクドライブに対する書き 
込みを防ぎます。本装置では IDE 八ードデ 
ィスクドライブをサポートしていませ 
ん。 

Secure Mode Timer 

[Disabled] 

1 min 

2 min 
己 min 

10 min 

30 min 

1 hr 

2 hr 

キーボードやマウスからの入力が途絶え 
てからセキュアモードじ入るまでの時間 
を設定しまず。 「 Disabled 」 の時はセキ 
ュアモードになりません。 

Hot Key(CTRL+ALT+) 

[L] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設定し 
ます。く Ct 「 l> キーと <AI わキーを押しなが 
ら設をしたキーを押ずと Secure Mode が 
起動します。 

Secure Mode Boot 

[Disabled] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起 
動させるかどうかを設をしまず。 

Video Blanking 

[Disabled] 

Enabled 

セキュアモードに入った時にモニタを切 
るかどうか設をできます。 

Floppy Write Protect 

[Disabled] 

Enabled 

セキュアモードの間 > フ□、ソピーディス 
クドライブにセットしたフ□、ソピーディ 
スクへの書き込みを許可するか禁止ずる 
かを設をします。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

P0 机 ER スイッチの機能を有効にずるか無 
効にするかを設をします。 


[]: 出荷時の設定 
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S 白 rv 白广 

カーソルを 「 Server 」 の位置 1 こ移動させると、 Server メニューが表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


► System Manaaement 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR 
Assert NMI on SERR 


Item Specific Help 


[Enabled] 

[Enabled] 

[Retry 3 Times] 


Additional setup r 
to view server 
management featuri 


Boot Monitoring PoLicy 
Thermal Sensor 
Post Error Pause : 

AC-LINK : 

Power ON Delay Tiine(Sec) 

Platform Event Filtering [Disabled] 



t I 


./+ Change Values 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 [System Management 」 と 
[Console Redirection」、[Event Log Configuration 」 は選択後、く Ente 「> キーを押してサ 
ブメニューを表示させてから設定しまず。 

項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサポートを設定しまず。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Retry 3 Times] 

FR 巨レペル 2 のタイマに関する設ををしま 
ず。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動時のブート監視の機能タイマの有効 / 
無効を設ちします。 [Disabled]^ 外を選択 
ずると、タイマが有効じなりまず。 

なお、この機能を使用する場合は、 
ESMPRO/ServerAgent をインストール 
してください。 

ESMPRO/ServerAgent をインス 1 ル 
していない OS から起動する場合じは、こ 
の機能を無効じしてください。 


[]： 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場 
含の処理を設をします。 

[Retry 3 times ] に設定ずると、クイムアウ 
卜の発生後にシステムをリセットし、 0 S 
起動を3◎まで試みます。 

[Retry Service 巨 00 口じ設定ずると、クイ 
ムアウト発生後にシステムをリセット 
し、 0 S 起動を3回まで試行します。その 
後、サービスパーティション*から起動 
を3◎試み、3◎とわ失敗した合は起動 
を停止します。 

[Always Reset ] じ設をすると、タイムア 
ウト発生後に 0 S 起動を常に試みまず。 

* システムにサービスパーティションが 
存在しない場合は、システムパーティ 
ションか 60 S 起動を無限に試みまず。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定し 
ます。有効にすると、温度の異常を検化 
した場合に POST の終わりでいったん停 
止します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した隙 
じ、 POST の終わりで POST をいったん停 
止するかどうかを設ちしまず。但しキー 
ボードが接続されていない場合には本設 
をは無効じなり、エラーが発生して 
も POST の終わりでいったん停止はしま 
せん。 

AC-LINK 

Stays 饼 f 
[Last State ] 

Power On 

AC - リンク機能を設定します。 AC 電源が 
再度供給されたときのシステムの電源の 
が態を設定しまず（次の表を参照）。無 
停電電源装置 ( UPS ) を利用し自動運転を 
巧う場含は 「AC LIMK 」 の設をを 
「 Power 加」にしてください。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[0] 〜 25 日 

起動システムのサーチ時間を設定しま 
す。タイムアウトになるとシステムは再 
起動します。 

Platform Event Filtering 

[ Disabled ] 

Enabled 

リ モー ト マネー ジメント カー ド ( RMC ) の 
通報機能が設定:されている場合は、意巧 
を持ちません。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本装置の AC 電源が日 FR こなってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表1こ示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

snf や 

巧疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFF * 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒 U 上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF (こします。 


I n-O 無停電電源装置 (UPS) を利用して自動運転を行う場含は 「AOLINKJ の設定を 「Power On」 
にしてください。 


色マザ—ボ—ドのセットアップ 


207 




















System Mana 甚 ement ヴブメ ニユー 

Server ;^ ニュ ー TTSystem Managemen りを選択し、く Enter > キーを押すと、 W 下の画面が 
表71^されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


System Manaaement 

Item Specific Help 

BIOS Version 1N35 

IPMI Specification Version 2.0 

BMC Device ID 22 

BMC Device Version 01 

BMC Firmware Version Op.28 

PIA Version 01.ID 

SDR Revision 00.10 

Intelligent Platform 
Management Interface - 
A delay may be noticed 
when selecting IPMI, 
this is do to the 

retrieval of sensor 

data. 


F1 Help f i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < • Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

巨 IOS のバージョンを表示しまず（表示の 
み）。 

IPMI Specificaiton Version 

— 

IPMI 仕様のパージョンを表示します（表 
示のみ）。 

BMC Device ID 

— 

巨 MC のデバイス ID を表示します（表示の 
み）。 

BMC Device Version 

— 

目 MC のバージョンを表示しまず（表示の 
み）。 

BMC Firmware Version 

— 

目 MC のファームウェアバージョンを表示 
します（表示のみ）。 

PIA Version 


プラットフォームインフォメーションエ 
リアのパージョンを表示します（表示の 
み）。 

SDR Revision 

— 

センサデータレ コー ドのレビジョンを表 
示します（表示のみ）。 
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Console Redirection ヴブメ ニユー 

Server メニュ ー TTConsole Redire な ion 」 を選択し、く Ente 「> キーを押ずと、 W 下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

このメニューで設をしたシリアルポート 


Serial Port A 

から DianaScope 作ハイパークーミナルを 


Serial Port 巨 

使った管理端末からのダイレクト接続を 
有効にずるか無効にずるかを設定しま 
す。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

0 S 動作中に ACPI コンソールを接続ずる 


Serial Port A 

Serial Port 巨 

シリアルポートを設ちしまず。 

Baud Rate 

9600 

ち続する八ードウェアコンソールとのイ 


[19.2 K ] 

ンタフェースに使用ずるポーレートを設 


38.4 K 
己 7 .目 K 

115.2 K 

走:しまず。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制巧の方法を設をします。 

Console Type 

[PC ANSI ] 

ハードウェアコンソールタイプを選択し 


VT 100+ 

VT - UTF8 

ます。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration ヴブメ ニュー 


Server メニユーで 「Event Log Configuration 」 を選択し、 < Enter > キーを押すと > 下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear aLL Event Logs : 

The system event Log 

will be cleared if 
selecting "Yes". 


F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < » Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目 I こついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear all Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと巧認画面が表示さ 
れ、 「 Yes 」 を運ぶと保をされているエラ 
一□グを初期化しまず。 


[]： 出荷時の設定 














Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
ず。 Boot メニューのそれぞれの項目を還択後、 < Enter > キーを押してサブメニューを表示さ 
せてか6設をします。 



Removable Devices サブメニユ ー 

システムに接続されているリムーバブルデバイスの中から起動させるデバイスを違択しま 
ず。システムは起動時にこのサブメニューで設走したデバイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウエアで起動しまず。 


<t >キー/< i >キーでデバイスを達択します。 


項目 

説明 

システムじち続されているデバイスを 
リストアップしまず 

リストか61つを選択します。リストには、 1.44 M 巨タイプ 
か 120 M 目タイプのフ□、ソピーディスクドライブが表示されま 
ず。 


Hard Drive サブメニユ ー 

システムに接続されている八ードディスクドライブの中か6起動させるデパイスを達択しま 
ず。システムは起動時にこのサブメニューで設走したデバイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウエアで起動しまず。 


<t >キー/< i >キーでデバイスを達択します。 


項目 

説明 

システムじあ綺されているデバイスを 
リストアップします 

リストか61つを選択しまず。リストじは ATAPI CD - ROM ド 
ライブが表示されまず。 
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Exit 

力ーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについて W 下に説巧しまず。 


Exit Saving Changes 

巧たに選択した内容を CMOS メモリ坏揮発性メモリ）内に保をして S 口 UP を終わ6せる時 
に、この項目を達択します 。 Exit Saving Changes を違択すると、殖認画面が表示されま 
す。 

ここで、 「 Yes 」 を違ぶとま斤たじ選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して 
SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

巧たに選択した内容を CMOS メモリ坏揮発性メモリ）内に保をしないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を違択します。 

ここで、「 N 0」を違択すると、変更した内容を CMOS メモリ巧に保をしないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動します。 


Load Setup Defaults 

S 口 UP のずベての値をデフォルト値に戻したい瞄こ、この項目を違がします 。 Load Setup 
Defaults を達択ずると> お認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を違択ずると、 S 口 UP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。「 N0 」を違択すると Exit メニューに戻ります。 

I H-0 モデルによっては、出巧時の設定とデフォルト値び異なる場合びありまず。この項で説明し 
ている設定一覧を参照して使巧ずる環境に合わせた設定に直ず必要びありまず。 
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Discard Changes 

CMOS メモリに値を保をずる前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を違択 
します。 Discard Changes を逞択するとお認画面が表示されます。 

ここで， 「Yes」 を達ぶとおたに違がした内容が破棄されて、 t (前の内容に戻りまず。 


Save Changes 

新たに違択した内容を CMOS メモリ坏揮発性メモリ）内に保をする時に、この項目を達択し 
まず。 Saving Changes を還択すると、お認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を還ぶとおたに違択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しま 
ず。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティに ETUP」 では、本装置内部のデータを第兰者か 
ら保畫するためじ独自のパスワードを設定ずることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明ずる方までパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS メモリじ保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 

I n-O CMOS メモリの内容をクリアずると SETUP の設定内容がずベて出荷時の設定に戻りま 
ず。 

パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフイグレーシヨンジヤンパス 
イッチを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置じあります。 

I M -0 その他のジャンバの設定は変更しないでください。本装置の巧區や誤動作の原因となりま 
ず。 
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それぞれの内容をクリアずる方法を次に示しまず。 



m 

国 


(g)® 

€ 

装置をを全にお使いいただくために巧のま意事頂を必ずお守りください。人が巧 
こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 m ページ W 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取り列をない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミち意 

A\ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 m ページ 
む降の説明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を巧まない 

• 局温ま意 

• ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出をない 

• 複数台のデパイスをラックか5引き出した状態にしない 

A A 


1. 293ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックから引き化ず (304 ページ参照)。 

3. □ジ 、ソクカバーを 取り外ず (30 目ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設走を蛮更ずる。 

I VT-Ol^ 

I クリップをなくさないようま意してください。 

已. 本装置を元どおりに組み立てる。 

6. DianaScope を使って管理 PC と接続できる状態二して、 P 0 邮 ER スイッチを押ず。 
W 下のメッセージが表示されまず。 

ERROR： 

0120: NVRAM Cleard by Jumper 

Press <F1> to Resumu, Press <F2> to run SETUP 

7. < F 2> キーを押して、 SETUP ユーティリティを起動する。 

8. 「 Exit 」 メニューか 6 rExit Saving Changes 」 を選択し、 「 Yes 」 を選択ずる。 
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9. 「Turn off power and reinstall the jumper in Normal mode position 」 とし、うメッセージか‘表示 
されるまで待つ。 

10. システムの電ミ原を OFR こずる。 

11. DianaScope を使って管 SPC とあ続を切がする。 

12 . ジャンパスイッチの設をを元に戻した後、もう一を電源を ON にして己の S セットアップユーティ 
リティを使って設をし直ず。 


割り込みライン 


割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられていまず。オプシヨンを増設するときなどに参考に 
してください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□—ラ） 

0 

システムクイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

— 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

フ□ッピーディスク 

18 

— 

7 

PCI 1 

19 

USB 

8 

リアルタイムク□ック 

30 

LAN 1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN 2 

10 

PCI 

49 

Adaptec SCSI 

11 

PCI 

51 

Adaptec SCSI 
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SCSI BIOS コンフイクレーンヨン (SCSISetecO 

rSCSISete 如ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント日ーラに対して各種設定を巧うためのユー 
ティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中1こ簡単なキー操作から起 
動ずることができまず。 

n-O 本装置には、最新のパ’ージョンの SCSISe / ecf ユーティリティがインストールされていま 
ず。このため設定画面が本書で説明している内客と異なる場含がありまず。本書と異なる設 
定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い合わせてくだ 
さい。 


SCSISe / e がユーテイリテイの用違 


SCSISetec 口ーティリティは、本装置に接続される SCSI 機器の転送速度の設定を行う場合 
(八ードディスクドライブを餘く）に起動し、各種設定をします。 

n-O SCSI のコンフィグレーションは SCSI コント□—ラ単位に個別にユーティリティを起動し 
胃司 て設定しなければなりません。本装置内には S 仁 SI コント□ーラが1つ搭載されていまず。 

オプションの SCSI コント□—ラボードを増設した場合は、本装置内蔵の SCSI コント □— 
ラに加え、増設した枚数分の SCSI コント□—ラの設定が必要でず。また、設定を変更ずる 
ために使用ずるユーティリティも異なる場合がありまず。 


起動と終了 


SCSISe/e がユー ティリティの起動から終了までの方法を次に示しまず。起動と操作は 
DianaScope を使って本装置に接続されたリモートコンソールから巧います。 

1. 本装置の電源を ON にする 

POST 実行中の画面の遠中で次のメッセージを表示します。 


搭載している SCSI コント□ーラの数だけ表示されまず。 


Adaptec SCSI BIOS vX.XX 

Copyright 2004 Adaptec, Inc. A しし Rights Reserved. 

イイイ Press <Ctr L> <A> for SCSISeLect(TM) UtiLity! ► ► ► 


2. <Ct「l> キーを 押しながらく A> キーを 押ず。 

SCSI 说 / ec 任ーティリティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示します。 
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3. カーソルを使って rBus : Device 」 ボックス内のチャネルを選択して < Ente 「> キーを押す。 


AIC- 7902 A at Slot 23 02:03:00 


AIC- 7902 B at Slot 23 02:03:01 


マザーボードの SCSI コント□ーラにはチャネルが 2 つあります。 

チャネル A (02:03:00) は Ult 「 a 320 SCSI コネクタ （5 .巧インチデパイスまたは外部 SCSI ( Wide )〕 
ネクタ用）を、チャネル巨 (02:03:01) は Ultra 320 SCSI コネクタ（未使用）を表示しまず。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4. オプシヨンのメニューを選択してく Enter > キーを押す。 


Options 


SCSI Disk UtiLities 


アダプタ（選択したチャネル)やチャネルに接続されている SCSI デパイスに対して設をしたいとき 
は、 rConfigure/View Host Adapter Settings 」 を選択しまず。 

選択したチャネルじ接続された八ードディスクドライブのフォーマツトやベリファイ、および 
チャネルに接続されたデパイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilites 」 を選択し 
まず。 

詳しい内容については降の説明を参照してください。 


SCSI 说 fee 健終了するには、終了;<、ソセージが表示されるまでく Esc> キーを押してください 
(設定を変更している場合は、その前に変更内容の保ちを確認ずるメッセージが表示されま 
ず。保をずる (Yes) か、玻棄する (No) を選択してください）。 
























Configure/View SCSI Controller Settings 


ControlLer De 干 auLts 


AdditionaL Options 
Boot Device Conriguration 
SCSI Device Configuration 
Advanced Conriguration ■■ 
Host RAID . 

<F6> — Reset to SCSI 


設定するチャネルを選択後に表示される 「Options」 メニユ - 
Controller Settings」 を選択すると画面が表示されます。 


-で rConfigure/View SCSI 


Configuration = 

SCSI Bus Interface Definitions 

SCSI ControLLer ID.. 

SCSI Control Ler Parity.Enabled 

SCSI ControLLer Termination.Enab Led 


ド BIOS Information 


Interrupt(IRQ) Channel. つ〇 

I/O Port Addresses. 2400 h, 2000 h 


次にメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態に設定してく 
ださい。 


SCSI Bus Interface Definitions 

キーボードのカーソル (< i >キー/< ^ >キー)を使って項目を達択しまず。それぞれの機能と 
パラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

〇〜 [7] 〜 15 

「7」に設走してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

SCSI Controller 

[ Enabled ] 

終端抵抗の有効/おタカを設をしまず。 

Termination 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


[]： 出荷時の設定 



n n n d 
E E E e 
< < < L 
s s s b 



r r r i 
p p p D 


色マザ—ボ—ドのセットアップ 


219 





































Additional Options 

キーボードのカーソル(く i >キー/く t >キー)を使って項目を選択します。 


Boot Device Configurations 

[Boot Device Configurations」 に力ーソルを合わせてく Ente「> キーを押ずと次のような表示 
に変わります。 


Boot Device Configuration 


Single Image 

Master SCSI Control Ler 


t 23 02:03:00 


Select SCSI peripheral from which to boot. 

Boot SCSI Control Ler .AIC — 7902 A at slot 23 02:03:00 


SCSI Device Configuration 

[SCSI Device Configuration」 に力ーソルを合わせてく Enter> キーを押ずと次のような表示 
に変わります。 


|| SCSI 

Device 

Configuration : 





SCSI Device ID 

no 

#1 

m 

#3 

#4 

け 

#6 

片 7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

. 320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support .. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

ns 

な 9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

. 320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support .. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


I wO 設定は各 SCSI ID ごとに行えまず。夕ーゲットとなる装置の SCSI ID を確認してか6設定 
を変更して < ださい。 

I ; 追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニューで 「SCSI Disk 
Utilities 」 を選巧してください。しばらくすると 、 SCSI ID とがあするデバイスの画面が表示 
- されます。詳しくはこの後の 「 SCSIDiskU 川 ities 」 を参照してください。 

メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 
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項目 


バラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 

[320] 

33.3 

通常は「320」に設定:してください。こ 

( MB / Sec ) 

160 

20.0 

の値はあ続ずるオプションじよって変更 


80.0 

10.0 

が/必要な場合があります。詳しくはオプ 


66.6 

40.0 

ASYN 

ションじ添付の説明書を参照してくださ 
い。 

Packetized 

[ Yes ] 

No 


パケット化したデータ転送（デュアルト 
ランジション ( DT )) 機能を使用し、バス 
の穗働率を最適化するかどうかを選択し 
まず。 

QAS 

[ Yes ] 

No 


SCSI パスの穗働率を向上する Quick 
Arbitration and Selection ( QAS ) 機能を使 
用するかどうかを選択しまず。 

Initiate Wide Negotiation 

[ Yes ] 

No 


巧続した SCSI 機器が Wide SCS に対応し 
ているときは 「 Yes 」 に設をして<ださ 
し、。 対応していないときは， 「 No 」 じ設 
をしてください。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 じ設をしてください。 

Send Start Unit Command 

[ Yes ] 

No 


八ードディスクドライブ[こ巧して使巧す 
る場合は 「 Yes 」 に設定してください。そ 
れた又外の場合は、「1\1〇」（こ設定してくだ 
さい。 

BIOS Multiple LUN Support 

Yes 

[ No ] 


「 N 0」に設をしてください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定:してください。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Configuration 


rAdvanced Configuration」 に力ーソルを合わせて <Ente「> キーを押すと次のような表示じ 
変わります。 


Advanced Configuration 

Reset SCSI Bus at IC InitiaLization . 

Display <CtrL><A> Message During BIOS InitiaLization 
Extended Int 13 TransLation for DOS Drives > 1GByte 

Post Display Mode . 

SCSI ControLLer Int 13 Support . 


- Options Listed Below Have NO EFFECT if Int 13 Support is Disabled 


Domain VaLidation . Enabled 

Support Removable Disk Under Int 13 as Fixed Disks . Disabled 

BIOS Support for Bootable CD-ROM . Enabled 



Enabled 

Enabled 

Verbose 

Enabled 


メニュー 巧の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at に 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 じ設定してください。 

Initialization 

Disabled 


Display < Ctrl >< A > 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Message During BIOS 
Initialization 

Disabled 


Extended Int 13 Translation 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 （こ設定してください。 

for DOS Drives > 1 GByte 

Disabled 


Post Display Mode 

[ Verbose ] 

特に必要がない限り変更しないでくださ 


Silent 

Diagnostic 

し、 

SCSI Controller Int 13 

[ Enabled ] 

SCSI 团 0 S の有交力/お巧を設定:します。次 

Support 

Disabled ： NOT Scan 

の場合を除いて 「 Enabled 」 じ設をして< 


Disabled ： scan bus 

ださい。 

• SCSI コント□ーラ配下に接続された 
八ードディスクドライブ外のコント 
□ーラ配下に接続した八ードディスク 
ドライブから 0 S を起動ずる塌合（八一 
ドディスクドライブが接続されていな 
い場合は問題ありません）。 

• 拡張 ROM 空間の領域を確保ずる目的で 
八ードディスクドライブが接続されて 
いない SCSI コント□ーラの目 IOS を 
「 Disabled 」 じずることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Support Removable Disks 

Boot Only 

リムーバブルメディアがコント□ールず 

under Int 13 as Fixed Disks 

All Disks 

るオプシヨンは A に- 79 XX 日 IOS じよリサ 


[ Disabled ] 

ポートします。 

BIOS Support for 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Bootable CD-ROM 

Disabled 



[]： 化荷時の設を 


HostRAID 

HostRAID は マ ザーボード上の SCSI コント □ー ラに接続された八ードディスクドライブを 
ディスクアレイとして制御する際に使用するセットアップオプションです。詳しくはこの後 
の 「RAID コン フイ グレーシヨンに CSI Se/e な)」を参照してください。 
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SCSI Disk Utilities 


SCSI Disk Uti 帕 es は違がしたチャネルに接続されたデバイスをスキャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示しまず。デパイスが八ードディスクドライブの場合は、ディスクの □— 
レベルフォーマツトやベリファイを実行することもできまず。 

設をずるチャネルを違択後に表示される 「Options」 メニユーでに CSI Disk Utilities」 を選択 
ずると次のような SCSI ID をスキャンする画面が表示されます。 



ATr-7on? A at slot 23, n?-n^-nn ■ 

Scanning SCSI ID: 4: LUN Number : 0 






スキャン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


厂 Set 

set 

SCSI Di 

sk an 

d press く Enter> - 

SCSI 

ID 

#0 

nn 


SCSI 

ID 

#1 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#2 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#3 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

U 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#5 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#6 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

U7 

Adaptec AIC - 7902 

SCSI 

ID 

#8 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

U9 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#10 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#11 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#12 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#13 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#14 

No 

devic e 

SCSI 

ID 

#15 

No 

devic e 


この画面でデバイスを達択して <Ente「> キーを押ずとデバイスの詳細が表示されます。 

違択したデパイスが八ードディスクドライブの場合は、次のサブメニューを実行することが 
できます。 

• Format Disk : 違択したデバイスを日ーレベルでフォーマットしまず。 

• Verify Disk Media : 違択したデバイスのすべてのセクタを比較(ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 


色マザ—ボ—ドのセットアップ 


223 




























RAID コンフイグレーシヨン (SCSISe/ect) 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライプとして運用ずるためのち法じついて説明 
しまず。 Disk 増設ユニットに実装された八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運苗す 
る場合については、オプションのディスクアレイコント□ーラがあ要です。詳しくはディスクアレイコン 
卜□ー ラまたは Disk 増設ユニットじ添付の説明書を参照してください。 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次の方まがありま 
す。 


• マザーボード上の RAID コント□-ラ （Adaptec HostRAID ) を使用して構築する 
• オプションのディスクアレイコント□-ラを使巧して構築する 


ここではマザーボード上の RAID コント□—ラ （Adaptec HostRAID ) を使用した RAID の構築ち法について 
説明しまず。オプションのディスクアレイコント□-ラについてはディスクアレイコント□-ラに添付の 
説日月書を参照してください。 


Adaptec HostRAID はマザーボード上の SCSI コント□ーラに接続された八ードディスクドライブをディス 
クアレイとして制御する隐に使用するセツトアツプオプシヨンです。このオプシヨンは前述の rSCSISefe な 
ユーティリティ」に含まれていまず。 


構築でまる RAID レべ J レと八ードディスクドライブ 


Adaptec HostRAID が提供する RAID 機能および八ードディスクドライブの搭載台数に合わ 
せた RAID ドライブの構築パターンについて説 B 月しまず。 

RAID レベル 

本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□—ラを使用して構築できる RAID レベルとそ 
の機能概略をじ(下に示します。 

• RAIDO (ストライピング） 

2〜4台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録ずる方まです。この方 
法を r ストライピング」と呼びます。八ードディスクドライブへ処理を分散させることに 
より八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を向 
上させることができます。 

M -0 • デ-夕を複数台のバードディスクドライブに分散して記録しているためアレイを構成し 

ている A - ドディスクドライブび1台でも故障ずるとデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された A - ドディスクドライブの碧数倍となりまず。 
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• RAID ! ( S ラーリング） 

2 台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。このち法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが巧障してももう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用ずるこ 
とができまず。 

n-O • データを2台の A - ドディスクドライブへ同時に U - ド/ライトしているため、単体ディ 
スクに比べてディスクアクセス性能は装りまず。 

• アレイの論理容量は、接続された"ードディスクドライブ！台と同じとなりまず。 

• RAID 10( RAID 1 のスパン） 

RAID 10は、 RAID 0 と RAID 1を組み合わせた RAID レベルです。データを各八ードデ ィス 
クドライブへ r ストライピング」で分割し r ミラーリング」で記録しますので> RAID 0 の高 
いディスクアクセス性能と、 RAID 1 での高信頼性を同時に実現することができまず。 

I H-O アレイの論理容量は、ぉ続されたパードディスクドラィプ1台と同じとなりまず。 


A- ドディスクドライブの台数に合わせた RAID の構築例 

標準では最大6台の八ードディスクドライブを搭載できまずが、 RAID を構築する場合は最大 
5台となります。次に構成例を示しまず。ここで記載されていない構成じついてはお買いず 
めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 

• A— ドディスクドライブ X2 台 

- RAID 0(2 台） 

- RAID 1(2 台） 

• A— ドディスクドライブ X3 台 

- RAID 0(3 台） 

- RAID 1(2 台)+スペア （1 台） 

• ドディスクドライブ X4 台 

- RAID 0(4 台） 

- RAID 0(2 台) + RAID 0(2 台） 

- RAID 0(2 台) + RAID 1(2 台） 

一 RAID 1(2 S )+ RAID 1(2 S ) 

- RAID 10 (4 台） 

• A— ドディスクドライブX已台 

- RAID 10(4 台)+スペア （1 台） 


色マザ—ボ—ドのセットアップ 
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八ードディスクドライブの取り付け 


本体に2台 W 上の SCSI 八ードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順につい 
ては、7章を参照してください。 

M -0 取り付ける A - ドディスクドライブは同じ回転速度のちのを使用してください。また、 
RAID 1を構築ずる場合は、同じ容量の A - ドディスクドライブを使用ずることをお勧めし 
まず。 


RAID のち効化 


取り付けた2台以上の八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか 、 RAID 
ドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、 SCSISe / e な Utility を使巧して、マザーボードの 
SCSI コネクタに接続されている八ードディスクドライブを RAID ドライブとして使用するた 
めの設をが必要となります。 

I; 出荷時の設をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設をされています。 

FEW] 


次の手順で SCSISe おな Utility の設をを変更します。 


1. SCS に elect Utility を起動ずる。 

詳しくは217ページを参照してください。 

2. Adaptec HostRAID を設定ずるチャネルを遲択し> Options 画面を開く。 

AIC- 7902 A at Slot 23 02:03:00 


AIC- 7902 B at Slot 23 02:03:01 


3. に onfigure/View SCSI Controller Settings 〕 を選択し、 < Ente 「> キーを押ず。 


Options 




SCSI Disk UtiLities 


226 


































4 . Configuration メニューで HostRAID の [Disabled] をハイライトさせ、く Enter 〉 キーを押す。 


to SCSI ControlLer Defaults 


Opt ions 
Con 干 
Con 干 
n 千 i g u 


— Reset 


ド BIOS Information 


Interrupt(IRQ) Channel. 1 〇 

I/O Port Addresses. 2400 h, 2000 h 


己.忙 nabled ] じ変更する。 


= Configuration 

SCSI Bus Inter 千 ace Definitions 


SCSI Control Ler ID.' 

SCSI Control Ler Parity.Enabled 

SCSI Control Ler Termination.Enabled 


Opt ions 

Configuration.Press<Enter> 

Configuration.Press<Enter> 

n 干 iguration.Press<Enter> 


Reset to SCSI ControlLer Defaults 


Disabled 


ド BIOS Information 


Interrupt(IRQ) Channel. 1 〇 

I/O Port Addresses. 2400 h, 200 Oh 


6 . < Esc > キーを押ずと設定:の保をを確認ずるに ave Changes Mode ?] と表示されるので、 [ Yes ] を 
選択し、く Eriter > キーを押ず。 

7. < Esc > キーを押し、 Options メニユーじ戻る。 

8. 「 Configure/View HostRAID 」 を選択し、く Enter > キーを押す。 


Options 


Confiqure/View SCSI Cont roller Settings 


ostRAID S 


SCSI Disk UtiLities 


=Con 干 iguration 

SCSI Bus Inter 千 ace Definitions 


SCSI Control Ler ID.' 

SCSI Control Ler Parity.Enabled 

SCSI Control Ler Termination.Enabled 


a b L ed 



< < < L 
s s s b 



Leer 

3 i i 
n V V d I 
o e e e A 


d o c d o 
A B s A H 


Leer 

3 i i 

n V V d I 

o e e e A 


d o c d o 

A B s A H 
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メインメニユーの表示内容 


[ Configure/View HostRAID Settings ] を選択ずると、デバイスのスキャン完了後 I こ次のよ 
うなメイン六ニューが表示されます。 


AIC- 7902 B at s Lot 23, 02:03:01 


reate, 

)Type 

Spare, 

Delete, Re 

Vendor 

buiLd, Verify, Boo 

Product 

table 

Size 

S t a 1 1 

Hard 

Drive 

MAXTOR 

ATLASU320 36 SCA 

36GB 

Ft 

、 e e 

Hard 

Drive 

IBM 

IC35L036UCDY10-0 

36GB 

Ft 

、 e e 

Hard 

Drive 

IBM 

IC35L036UCDY10-0 

36GB 

Ft 

、 e e 

Hard 

Drive 

SEAGATE 

ST 336753 LC 

36GB 

Ft 

、 e e 


♦ ID 

八ードディスクドライブの SCSI ID 番号、またはアレイのに番号を表示しまず。 


• Type 

アレイの RAID レベル、利巧可能なアレイを構成しないディスクを表示しまず。 


Hard Drive : 

Striped ( RO ): 

Mirrored ( RI ): 

Stripe / Mi 「「 or ( R 10): 

Spare : 


アレイを構成していない利用可能な八ードディスクドライブ 

RAID 0 で作成されたアレイ 

RAID 1 で作成されたアレイ 

RAim 0( RAID 1 のスパン)で作成されたアレイ 

スペア設をされた八ードディスクドライブ 


• V 色 ndo 广 


八ードディスクドライブの製造元、または Adaptec HostRAID の製造元 ( Adaptec ) を表 
7 K します。 


♦ Product 


J \- ドディスクドライブのモデルを、またはアレイの名前を表示しまず。 


• Size 

J \- ドディスクドライブの容量、またはアレイの容量を表示しまず。 


• Status 

八ードディスクドライブ、またはアレイのステータスを表示しまず。 

Free : アレイを構成していない利用可能な八ードディスクドライブ 

Optimal : アレイは正常な状態 

Degraded : RAID 1 または RAID 1 のスパンの八ードディスクドライブの1台 

が故障している状態 

Dead : RAID 日の八ードディスクドライブが1台]:^上故障している状態 

RAID 1 または RAID 1 のスパンの八ードディスクドライブが2台 
じ(上故障している状態 
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Building : 

Verify : 

Rebuild : 


アレイはビルドプ□セス中の状態 
アレイはベリファイプ□セス中の状態 
アレイはリビルドプ□セス中の状態 


アレイの詳細表示 


メインメニューでアレイを違がすると、アレイを構成する八ードディスクドライブの詳細が 
表示されます。 


AIC- 7902 B at slot 23. 02:03:01 


Create, Spare, Delete, RebuiLd, Verify, Boot able 
ARRAY Name: M a a a — Striped — 64K stripe size 
ID Type 


Vendor Product 


z e Status 


0 Striped(RO) 
1 Striped(RO) 


MAXTOR 

IBM 


ATLASU320_36_SCA 

IC35L036UCDY10-0 


36GB Optimal 
36GB Free 


アレイを構成する八ードディスクドライブの SCSI ID 番号 

Type 

アレイの RAID レベルを表示します。 


Striped ( RO ): 

Mirrored ( RI ): 

Stripe / Mirror ( R 10): 

Vendor 


RAIDO で作成されたアレイ 
RAID 1 で作成されたアレイ 
RAID 1 のスパンで作成されたアレイ 


A — ドディスクドライブの製造元を表示しまず。 
Product 

J \- ドディスクドライブのモデルをを表示します。 
Size 

八ードディスクドライブの容量を表示しまず。 
Status 

八ードデイスクドライブのステータスを表示します。 


Optimal : 

Degraded : 

Failed : 

Building : 

Verify : 

Replaced ： 

Missing : 


A - ドディスクドライブは正常な状態 

八ードディスクドライブは故障している状態 

八ードディスクドライブは故障している状態 

J \- ドディスクドライブは現在ビルド対象 

八ードディスクドライブは現在べリファイ対象 

八ードディスクドライブは現在リビルド対象 

八ードディスクドライブはコント□ーラから見えない状態 


色マザ—ボ—ドのセットアップ 
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SCSISe / e がの終了 


SCSISete な Utility を終了するには、次のメッセージが表示されるまでく Esc > キーを押しま 
す。 [ Yes ] を選択してユーティリティを終了します。どれかキーを押してコンピュータを再 
起動します。 SCSISefe なで行った変更は、システムが再起動した後に有効になりまず。 


「 Exit UtiLity ? つ 
Yes 



アレイの作が 


次の手順でアレイを作成します。 

事前確認 

アレイを作成する前に、アレイを構成するための八ードディスクドライブが接続されている 
ことを殖認してください。 


1. SCSISefe び Utility を起動する。 

2. アレイを作成するチャネルの Options 画面か6> [ Configure/Veiw HostRAID Se 扣 ngs ] を選がず 
る。 


- Options - 

Configure/View SCSI Control Ler Settings 



SCSI Disk Utilities 


3. メインメニューで、アレイを作成ずるためじ、く C > キーを押す。 

コンソールリダイレクション時には一部女字が正常に表示されないことがありますが、操作には 
影響ありません。く C > キーを押してください。 


: A I C -7902 A at slot 00. 02:03:00; 


- Create, Spare, Delete, RebuiLd, Verify, Boot able - 

ID Type Vendor Product Size Status 


0 Hard Drive 

1 Hard Drive 

2 Hard Drive 


MAXTOR ATLAS10K4_146SCA 
MAXTOR ATLAS10K4_147SCA 
MAXTOR ATLAS10K4 148SCA 


147GB Free 
147GB Free 
147GB Free 
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w-O 

• ア 


アレイを作成ずるには少なくとち吕台の八ードディスクドライブが必要でず。 

• アレイを作成ずる際に、容量の異なる八ードディスクドライブを使用ずると、容量のかさい 
方にあわせてアレイの容量は設定されまず。 

• 本体でサポートしている八ードディスクドライプむがを使用しないでください。 

• 八ードディスクドライブがずでにアレイ構成の一部になつている場合は、そのディスクは還 
択できません。 


4. に日1€な RAID Type ] ウィンドウで構築する RAID タイプを選択し、 < Ente 「> キーを押す。 

選択内容を強調表示ずると、別ウィンドウが表示されて作成に必要なディスクの最低および最大 
個数、またスペアの割り当てじ関ずるメッセージが表示されます。 


各 RAID の設定については、 「 RAIDO アレイの作成」、 「 RAID 1アレイの作成」、 「 RAID 10アレイ 
の作成」を参照してください。 


: AIC- 7902 A at slot 00, 02:03:00; 


■ Create RAID 


ID Vendor Product 


Size 


0 MAXTOR ATLAS10K4_146SCA 147GB 

1 MAXTOR ATLAS10K4_147SCA 147GB 

2 MAXTOR ATLAS10K4_148SCA 147GB 


RAID-1 ( 


• Select RAIDType 


Fault Tolerance) 

RAID-10 (Fault Tolerance, High Performance) 



: Striping Requirements; 


Min 2 drives- Max 4 drives. 


色マザ—ボ—ドのセットアップ 
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RAIDO アレイの作成 


RAIDO アレイを作成するには、じ(下の手順に従います。 

1. に elect RAID Type ] ウィンドウで、 [ RAID -0] を選択ずる。 



2 . カーソルキーで八イライトを切り替えながら、使用する八ードディスクドライプをスペースパー 
で選択し、 く Enter > キーを押す。 

選択した八ードディスクドライブの横には[ X ]マークが表示されます。 


AIC— 7902 A at slot 00, 02:03:00 



3. [Select Stripe Size ] ウィンドウで、 [16 KB ]、[32 KB ]、 [目 4 KB ] のうちいずれかを選択し、 

く Enter > キーを 押す。 

4. [Assign RAID Name ] ウィンドウで任意の RAID Name を入力する。 

wO^m 

• RAID Name は、他のアレイと同じ名前にな6ないようにま意してくださし、(半角1己で字 
まで）。 

• 選択した A - ドディスクドライブに、有効なパーティシヨン情報またはブートブ□ックび検 
出された場合、警告メッセージが表示されまず。アレイの作成を続ける場合は、 [ Yes ] を選 
択し、作成を中止ずる場合は、 [ No ] を還択してください。 

• 間違ったノ V - ドディスクドライブを使用した場合、データは復旧できません。十分にま意し 
てぐださい。 

日. [Do you want to make this array as bootable ?] と表示されまず。アレイ(こブートプライオリ 
ティを与える塌合は [ Yes ]、 与えない場含は [ No ] を選択し、く Ente にキーを巧す。 

p-Ol^ 

起動可能なアレイとして使用ずる場合は、「プートプライオリティ指定」（吕39ベージ）を参照 
し、必ず BIOS にて Bootable の設定を行ってくだをい。 

巨. [Create Array ?] というメッセージが表示されたら、 [ Yes ] を選択し、く Enter > キーを押す。 

[ N 0〕を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻りまず。 

7. [Are you sure ?] というメッセージが表示された6、 [ Yes ] を選択し、く Ente 「> キーを押ず。 

[ No ] を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューじ戻ります。 
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8. [Build Completed ] と表示された6、 < Esc > キーを押してメインメニューに戻る。 

w-oira 

起動巧能なアレイとして使巧ずる場合は、「ブートプライオ U ティ指定」（239ベージ)を参照 
し、必ず日 IOS にて日00ね ble の設定を行ってください。 

• メインメニューじ房ったときに，作成したアレイのステータスが Optimal になっていること 
をお認してください。 

• ブートプライオリティ指をはアレイイ乍成後に変ちできます。変更する場合は r ブートプライ 
オリティ指を」(239ページ)を参照してください。 

RAID 1 アレイの作成 

RAID 1アレイを作成する方法は2つあります。 

• おしい RAID 1 アレイを作成する。 

• 既をの単ーディスクのデータをもとに RAID 1 アレイに移行ずる（マイグレーション）。 

既存の単一八ードディスクドライブから RAID 1 を作成するち法をマイグレーションと呼びま 
ず。マイグレーションを実施する際は、ソースとなる八ードディスクドライブはあず標準 
SCSI 接続でブートディスクとしていたものをご使用ください。マイグレーションに関する 
詳細内容は、 「 Express 5800 SCSI HostRAID のマイグレーション実施時の手順について 
( Windows )」 を参照してください。 

RAID 1アレイを作成ずるには， ti 下の手順に従います。 

1. [Select RAID Type ] ウィンドウで、 [ RAID -1] を違おする。 



吕.カーソルキーで八イライトを切り替えなが6、使用ずる八ードディスクドライブをスペースバー 
で還おし> < Enter > キーを押ず。 

違択された八ードディスクドライブの横には[ X ]マークが表示されます。 

| | A I C -7902 A at slot 00, 02:03:00 - で 

I — RAID-1 : Select RAID members - 

ID Vendor Product Size 

0 MAXTOR ATLAS10K4_146SCA 147GB X 
2 MAXTOR ATLAS10K4 148SCA 147GB 
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3. [RAID-1 己 uild Option] ウィンドウでいずれかのオプションを選択し、 <Enter> キーを押す。 


iRAID — 1 Build Option ■ 


Create new RAID- 


Copy from (X) to (Y) 
Copy from (Y) to (X) 


選択巧能なオプションは次のとおりです。 

Create new RAID -1 :デフォルトのオプションです。 

Copy from ( X ) to ( Y ) : ID X のディスクから ID Y のディスクじ〕ピーしまず。 
Copy from ( Y ) to ( X ) : ID Y のディスクから ID X のディスクにコピーします。 



• 0 S がインストール済みのブートディスクをマイグレーションずる場合は、 
「 Express 己 S 00 SCSI HostRAID のマイグレーション実施時の手順について 
( Winclows ) J を参照してください。 

• Copy 元と Copy 巧を絶対に間違わないでください。間違ってコピーした場合は、データの 
復旧はでさません。 


4. [Assign RAID Name ] ウィンドウで任意の RAID Name を入力する。 


w-oira 

• RAID Nc 


Name は、他のアレイと同じる前にな 5 ないようにを意してください(半角 15 文字 


まで）。 


• 選択したバードディスクドライブまたは仁 opy のターゲットディスクに、有効なパーティ 
シヨン情報またはブートプ□ックが検出された場合、警告メッセージが表示されまず。アレ 
イの作成を続ける場合は、 [ Yes ] を選巧し、作成を中止ずる場合は、 [ No ] を選択してくだ 
をい。 


• 間違った八ードディスクドライブを使用した場合、または間違った方向へ Copy した場合 
は、データは復旧できません。十分ま意してください。 


[Do you want to make this array as bootable ?] と表示されます。 


日.アレイにブートプライオリティを与える塌合は [ Yes ]、 ちえない場合は [ No ] を選択し、く Ente に 
キーを巧す。 

起動巧能なアレイとして使用ずる場合は、「ブートプライオリティ指定」 （23 日ページ)を参照 
し、必ず巨 IOS にて巨 00 table の設定を行ってください。 

巨. [Create Array ?] というメッセージが表示されたら、 〔 Yes ] を選択し、く Enter > キーを押す。 

[ No ] を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。 

7. [Are you sure ?] というメッセージが表示された6、 [ Yes ] を選択し、く Enter > キーを押す。 

[ No ] を選択ずるとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。アレイが作成される 
と続いて、巨 uild が実行されまず。 

w-Ol^ 

日 uild プ□セスは必ず最後まで終了させてください。日 uild の途中で < Esc > キーで処理を中断し 
ないでぐださい。 

日 uild 処理が完了し、アレイのステータスび Optimal にな6ないと、 0 S か5アレイび認識され 
ません。またそのアレイには 0 S のインストールちできません。 
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8 . [Build Completed ] と表示された 6 く Esc > キーを押してメインメニューじ戻る。 


動 


起動可能なアレイとして使用ずる場合は、「ブートプライオリティ指定」 （23 日ページ)を参照 
し、必ず BIOS にて日 ootable の設定を巧ってください。 


メインメニューじ戻ったときに、作成したアレイのステータスが Optimal になっていること 
を磕詔してください。 

ブートプライオリティ指定はアレイ作成後に変更できます。変更ずる場合は r ブートプライ 
オリティ指を」 (239 ページ)を参照してください。 


RAID! 0 アレイの作成 


に elect RAID Typ 幻ウィンドウで、 [ RAID -10] を選択し、く Ente 「> キーを押ず。 


• Select RAID Type. 


RAID-0 (High Performance, No Fault Tolerance) 
RAID-1 (Fault Tolerance) 


吕.カーソル丰一で八イライトを切り替えながら、使用ずる八ードディスクドライブをスペースパー 
で選択し、く Eriter > キーを押す。 

選択した八ードディスクドライブの横には[ X 〕マークが表示されます。 


: AIC- 7902 B at slot 23, 02:03:01 


■RAID-O: Select RAID members- 
ID Vendor Product 


ATLASU320 36 SCA 


IBM IC35 し 036UCDY10—0 36GB 

SEAGATE ST 336753 LC 36GB 


3. [Select Stripe Size ] ウィンドウで、 [16 KB ], [32 KB ],〔64 KB ] のウチいずれかを選択し、 
< Ente 「> キーを押す。 


4. [Assign RAID Nam 幻ウィンドウで任意の RAID Name を入力する。 


irOi 

• RA 


ID Name は、他のアレイと同じる前にな5ないようにミち意してくださし、(半角1已文字 
まで）。 

選択した A — ドディスクドライプに、有効なパーティシヨン情報またはブートプ□ックが検 
出された場合、警告メッセージが表示されまず。アレイの作成を続ける場合は、 [ Yes ] を選 
択し、作成を中止ずる場合は、 [ No ] を選択してください。 

間違った八ードディスクドライプを使用した場合、データは復旧できません。十分にま意し 
てぐださい。 
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日.アレイにブートプライオリティを与える場合は [ Yes ]、 ちえない場合は [ No ] を選択し、く Ente に 
キーを巧す。 

p-Oi^ 

起動可能なアレイとして使用ずる場合は、「ブートプライオリティ指定」（吕3日ページ）を参照 
し、必ず BIOS にて Bootable の設定を巧ってくだをい。 

巨. [Create Array ?] というメッセージが表示されたら、 [ Yes ] を選択し、く Enter > キーを押す。 

[ No ] を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューじ戻ります。 

7. [Are you sure ?] というメッセージが表示された6、 [ Yes ] を選択し、く Enter > キーを押す。 

[ N 0〕を選択ずるとアレイの作成作業は終了し、メインメニューじ戻りまず。 

8. [Build Completed ] と表示された6、く Esc > キーを押してメインメニューじ戻る。 

p-Ol^ 

起動可能なアレイとして使用ずる場合は、「プートプライオリティ指定」（吕39ベージ）を参照 
し、必ず BIOS にて Bootable の設定を行ってくだをい。 

• メインメニューに戻ったときに> 作成したアレイのステータスが Optimal じなっていること 
を巧認してください。 

• ブートプライオリティ指をはアレイ作巧後に変更できます。変更する場合は r ブートプライ 
オリティ指を」に39ページ)を参照してください。 


アレイの削除 


アレイを削除するには、次の手順に従ってください。 

I — "〇 アレイの削除を実行ずるとデータが消去されまず。あ5かじめ八ードディスクドライブ巧の 
データのバックアップを巧っておくことをお勧めしまず。 


1 . メインメニューで、カーソルを移動して削除ずるアレイを選択し、く Enter > キーを押ず。 

|| = AIC- 7902 A at slot 00, 02:03:00 

I — Create, Spare, Delete, Rebuild, Verify, Bootable - 

ID Type Vendor Product Size Status 

0 Striped(RO) ADAPTEC raid 109GB Optimal 
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2 . 次の画面が表示されたら、 <D> キーを押す。 


コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがありますが、操作には 
影響ありません。く D> キーを押してください。 


AIC- 7902 A at slot 00, 02:03:00 


create. Spare, Delete, Rebuild, Verity, Boot able 
ARRAY Name: raid — Striped — 64K stripe size (Boot able) 

ID Type Vendor Product Size Status 


0 Striped(RO) 

1 Striped(RO) 

2 Hard Drive 


MAXTOR ATLAS1OK し 146SCA 147GB Optimal 
MAXTOR ATLAS1OK し 147SCA 147GB Optimal 
MAXTOR ATLAS10K4 148SCA 147GB Free 


3 . 〔Delete Array?] というメッセージが表示された6、 [Yes] を選択し、 <Ente「> キーを押ず。 

[No] を選択ずるとアレイの削除は実施されずに、メインメニューに戻ります。 

4 . 削除するアレイが RAID0 の場合、 [Deleting information] ウィンドウが表示されるので、パーティ 
シヨン/ブートブ□ックの情報を消去したい八ードディスクドライブまたは [None] を選択して、 
<Ente「> キーを押す。 


(例） 

Drive ID 0 
Drive ID 1 
Drive ID 0 & ID 1 
None 


ドライブ 0 の全データを削除。ドライブ1のデーなは残る。 

ドライブ1の全データを削除。ドライブ0のデーなは残る。 

両方のディスクの全データを削除。 

アレイを削除しまずが、既存のデータは両ドライプ上に残ります。 


削除するアレイが RAID0J: が卜の場合、 [Deleting information] ウィンドウは表示されませんので、 
次に進みます。 

已. 〔Are you sure?] というメッセージが表示された6、 [Yes] を選択し、く Enter> キーを押す。 
[No] を選択ずるとアレイの削隙は実施されずに、メインメニューに戻ります。 


スペアディスクの作が 


スペアディスクは、1チャネルあたりにつき1台まで作成することができます。スペアディス 
クは、 RAID 1 と RAID 10( RAID 1 のスパン)についてのみ有効でず。 


^ スペアディスクのサイズはアレイを構成ずる八ードディスクドライブた i 上のサイズが必要で 

I チェック I よ。 

アレイを構成ずる八ードディスクドライブのうち、一番容量のかさい八ードディスクドライ 
ブが 73G 己で、スペアディスクが 36G 巨の±嘉合、スペアディスクとして使巧できません。 
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スペアディスクを作成ずるには、じ(下の手順に従います。 

1 . メインメニューで、く s > キーを押ず。 

コンソールリダイレクション時には一部で字が正常に表示されないことがありますが、操作には 
影響ありません。 <s> キーを押してください。 


AIC- 7902 B at s Lot 23, 02:03:01= 
— Create, Spare, Delete, RebuiLd, Verity, BootabLe 


ID 

Type 


Vendor 

Product 

Size 

Statu ： 

0 

Hard 

Drive 

MAXTOR 

ATLASU320 36 SCA 

36GB 

Free 

1 

Hard 

Drive 

IBM 

IC35L036UCDY10-0 

36GB 

Free 

2 

Hard 

Drive 

IBM 

IC35L036UCDY10-0 

36GB 

Free 

3 

Hard 

Drive 

SEAGATE 

ST 336753 LC 

36GB 

Free 


2 . 次のオプションが表示された6 、 [Add Spar 幻を選択する。 


Option 


Add S 



Delete Spare 


3 . スペアディスクじ設をできる八ードディスクドライブの一覧が表示されたら，スペアにずる八一 
ドディスクドライブを選択して < Enter > キーを押す。 


4 . [Are you sure ?] というメッセージが表示された6, [ Yes ] を選択し， < Enter > キーを押す。 

[ No ] を選択ずるとスペアディスクの設定は実施されず.メインメニューじ戻ります。 

已.メインメニューで選択した八ードディスクドライプの Type が Spare じ変更されていること、およ 
び S は tus が Optima になっていることをお認する。 


AIC- 7902 B at slot 23, 02:03:01 


Cr 

ID 

eate. 

Type 

Spare, 

Delete, Re 

Vendor 

;buiLd, Verify, Boo 

Product 

table 

Size 

Status 

0 

Spare 

MAXTOR 

ATLASU320 36 SCA 

36GB 

Optimal 

1 

Hard 

Drive 

IBM 

IC35L036UCDY10-0 

乙 6GB 

Free 

2 

Hard 

Drive 

IBM 

IC35L036UCDY10-0 

36GB 

Free 

3 

Hard 

Drive 

SEAGATE 

ST 336753 LC 

36GB 

Free 


スペアディスクを解除する場合は、手順2.のオプションで [Delete Spare ] を選がずる iU 外 
は> 手順1〜4と同じです。 
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—トプライオ u テイ指定 


アレイにブートプライオリティを指をするためには、 ti 下の手順に従います。 

1. メインメニューで対象のアレイを選択し、 < Ente 「> キーを押す。 

吕.アレイの詳細画面が表示された6、く B > キーを押す。 

コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがありますが、操作には 
影響ありません。く巳>キーを押してください。 

3 . 〔 Option ] ウィンドウで 、 [Mark bootable ] を選択し、く Enter > キーを押す。 

設をされたことを示す旧]が、ディスク! D の横に表示きれまず。 

^ • この機能を使用ずることにより 、 SCSI ID のプライオリティじ関係なく、指をしたアレ 
イじブートプライオリティが与えられまず。 

• ブートプライオリティじついては、本体装置の目 IOS に ETUP 」 ユーティリティで設定し 
てください。本機能は特に使巧ずる必要はありません。 「 SETUP 」 ユーティリティに関 
しては188ページを参照してください。 

|| = AIC-7902 A at slot 00, 02:03:00 可 

I - Create, Spare, Delete, RebuiLd, Verity, Bootable - 

1D Type Vendor Product Size Status 

B 1 Mirrored(RI) ADAPTEC raidOl 36GB Optimal 

0 Hard Drive MAXTOR ATLAS1OK し 146SCA 147GB Free 
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